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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／名鉄菜館�
開 会 点 鐘／18：00�
国 歌 斉 唱 �
ロータリーソング／我らの生業 �
内　　　容／新年会（年男大いに語る）�
　　　　　　新会員歓迎会　親睦活動委員会�
会 員 慶 事�
☆誕生日�
�    1月 5日　望月　　茂君 �
�    1月 9日　石川　又英君 �
�    1月14日　岩田　英治君   �
☆ 結婚記念日�
�    1月 3日　勝間田豪亮・和　子様ご夫妻    �
☆夫人誕生日�
�    1月 2日　勝又　　洋君 ご夫人 泰　子様    �
�    1月 3日　勝間田豪亮君 ご夫人 和　子様�
�    1月12日　芹澤　正明君 ご夫人 賀寿子様�
☆� 連続出席�
�    1月 6日　田代　博久君（27年間）�

　先週の「クリスマス家族会」

につづいて、上半期最後の例会

日となりました。この半年間の会員皆様の友情

とご協力に、改めて感謝申し上げます。   �

　今からちょうど１００年前の１９０３年（明治３６年）

の１２月、アメリカのライト兄弟が人類初めての

動力飛行に成功したということです。その少し

前に、ドイツのリリエンタールがグライダーで

墜落死したことがきっかけとなり、自転車の製作・

販売をしていたこの兄弟がわずか数１０メートル

を飛んでから１００年、より速くより遠くへ飛ぶた

めの技術は目覚しく進歩しました。ハイテク化

著しい航空機だけをみても、この１００年はまさに

「科学技術の世紀」であったことが実感できます。

初めてのものを一からつくりあげたライト兄弟

の大きなエネルギーとパイオニア精神は、素晴ら

しいの一語につきます。   �

　ただ、私たちには１００年前の当時の状況がなかな

か実感として掴めません。２００４年に満１００周年を迎

えるロータリーの草創期についても同じことが言

えるのではないでしょうか。�

　１９０５年２月２３日の晩、ただ乱雑に広がったシカ

ゴの街で、孤独と疎外感に悩む青年弁護士ポール・

ハリスが、予てから温めていたアイディアについ

て話し合うため、３人の友人と会合した時にロー

タリーが生まれたと言われています。それは「実

業人が友愛の気持ちを持って親しみあい、仕事の

上での知り合いの輪を広げていくために、定期的

に集まる会をつくる」という提案でした。   �

　今、手元に「国際ロータリー会長の１００の名言集」

というものがあって、１９０５年にロータリーが創立

されて以来、ＲＩ並びに財団を率いてきた会長た

ちの言葉が集められていますので、これから折に

触れて紹介していきたいと思います。�

�

次回1月15日の例会�

１８２７回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�

あけましておめでとうございます�
今年もよろしくおねがいいたします�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ５４名� ９１.５３％�１００.００％�

臼井良太君　12月 3日　G R A    �
鈴木崇司君　12月10日　長　泉    �
石田　恩君　12月12日　裾　野    �
井口修一君　12月17日　東京芝    �
芹澤正明君　12月17日　G R A    �
勝又敏樹君　12月18日　三島西�  
大森清治君　12月19日　沼　津    �
大庭健一郎君　12月19日　裾　野 

●メーキャップ�
　　　　（8名）�

●欠席者（5名）�
　林　　準君・石川又英君・根上眞一君・小野寛幸君 �
　嶋田泉太郎君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

水口　正宏会長�

上半期を顧みて�

　７月３日の１８００回例会から、本

日の１８２５回までの上半期２６回の例

会を消化したといっても、昨年１２

月の第１回被選理事会からの１年

が過ぎているわけで、皆様方の温

かい励ましとご協力の賜ものと感謝申し上げます。   �

　今折り返し点に差し掛かったところで振り返って

みますと、今年度ＲＩ会長はＬｅｎｄ a Ｈａｎｄ（手を貸そ

う）と、まことに単純・簡潔なロータリーに対する展

望を掲げましたが、これを受けて、Ｓｉｍｐｌｅ is Ｂｅｓｔ、

力の及ぶ範囲で重くならず凝らないで、虚飾を廃し

て「さらりとしたロータリーライフをエンジョイし

よう」と呼び掛けましたところ、幸い大方の方の賛

同をいただくことができました。   �

　ただ、このために各委員長さんをはじめ皆さんの

意図するところとマッチしないところがあったとす

れば、それは私の責任と不徳の致すところとお詫び

申し上げます。   �

　お陰さまで、上半期の各委員会の事業はほとんど

滞りなく遂行されましたことと、会員が１名増員（狩

野住夫君）されたことを皆さんと共に喜びたいと思

います。   �

　下半期は２４回の例会が予定されていますが、ロー

タリーの原点である友愛の精神を大いに発揮して、

エンジョイするに足りるクラブ運営を心掛けますの

で、何卒引き続きご協力・ご支援をお願い申し上げ

ます。�

　水口会長は繊細で、気配りが行

き届いた方で、活動報告について

補足することは特にはありません。    �

　年度当初、会長の下で思いやり

のもてなしが出来ればと思ってい

ましたが、自分のことと回をこなすことで手一杯になっ

てしまいました。    �

　近頃ようやくゆとりが出来てきて、例会の卓話もゆっ

くり聞けるようになりました。また、個人的な旅行

などとても出来ないだろうと思っていましたが、１１

月には上海に４日間出掛けることも出来ました。    �

　次年度の稲葉体制へしっかり引き渡しをし、来年

も良い１年でありますように、下半期もご協力宜し

くお願いいたします。それでは、良いお年をお迎え

ください。�

� 梶原　一正幹事�

●クリスマス家族会では、親睦活動委員会及び関係者の皆様、ご協力ありがとうございました。併せて、写真ありがとうご
　ざいました。　水口正宏君・稲葉博之君・梶原一正君   �
●クリスマス家族会には、沢山のメンバーにご出席いただきありがとうございました。　親睦活動委員会 　  �
●水口さん、梶原さん、田代さん、勝又英男さん、山崎伊久雄さん、先日の感謝祭では素晴らしい演奏ありがとうございま
　した。特に、秋田さんの歌声には感激しました。　石田　恩君   


